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山口市と連携し、「湯田温泉こんこんパーク」における本を活用し

たプロジェクトを企画。人と人がその空間を通じてつながり、コ

ミュニケーションが生まれる場の創出を最終ゴールとし、同パーク

に設置予定のライブラリー実装に向けて取り組んでいる。

一級建築士。地域の子どもたちが共感し創造できる場所を作りたい

という思いから、自社の50周年を機に 「泊まれる本屋」という新業

態へ挑戦。自社ビル跡地にホテル、書店、レストランなどを備えた

複合施設「ねをはす」を開業し運営している。

ラジオ・テレビ出演、司会、講演、企業の映像制作などできること

は全部やるサバイバルスタイルで現在フリーランス２６年目の４９

歳。２０２０年、ある書店さんで大好きな作家のデビュー２０周年

を記念して「おっきーのオススメ棚」を作っていただいたほど、好

きな作家が紡いだ言葉で人格を修正してきたライフスタイル。

同社の代表取締役社長を長く務めた後、2013年より現職。2019年、

人財育成を目的としたこだわりの書店「とく選文庫」を自社の

ショールーム内にオープン。店頭に並ぶ約1,500 冊全てを自ら選書

し、店主を務めている。

京都大学大学院在学中にバンドでデビューした後、共同通信社に記

者職で入社。2021年末に退職し、神奈川・三崎の出版社の編集者に。

現在は山口県萩市に移住し、編集制作事業とともに「本と美容室」

の運営も担当している。

広島県出身。生来の積ん読派だが、結婚を機に場所と時間は有限と

諭され、自宅で眠ったままの本に光を当てる作業を継続中。ただ、

本屋で一目惚れし即買いすることも多いため、作業は順調に進まず。

｢書店｣は本を通じて多様な知識、カルチャーに触れることができ

る貴重な場所です。また、地域コミュニティに根差した「まちの

文化拠点 」 としての機能を果たして来た場所でもあります。そん

な書店が近年、様々な事情で街から姿を消しつつあります。改め

て今、書店の魅力やこれからのあるべき姿について考えるため、

多様な視点からディスカッションいただく座談会を開催します。

本や書店にご関心お持ちの皆様のご来場をお待ちしています。

○本会は広島、松江開催に続く第３回となります。

ねをはす HOTEL BOOK & CAFE
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問い合わせ先

中国経済産業局 書店振興プロジェクト事務局（産業部 産業振興課 流通・サービス産業室内）

担当者：佐渡、伊東 電話：082-224-5655   メール：bzl-cgk-sa-bisu@meti.go.jp

●個人情報の扱いについて

いただいた個人情報につきましては、本座談会開催以外の目的には使用いたしません。

観 覧 申 し 込 み に つ い て

・観覧を御希望される場合は、下記問い合わせ先に5月27日（火）までに所属・氏名・電話番号をご

記載の上メールにてお申し込みください。

・申込数が定員（40名程度）に達した場合には、期限前に応募を締め切る場合がございますのでご了

承お願いします。

・座談会の模様は各種メディアの取材を予定しています。また、中国経済産業局でも撮影して後日経

済産業省のyoutubeチャンネルにて公開する予定です。写真・映像内に写る可能性がありますことを

ご了承の上お申し込みください。

取 材 に つ い て

・取材を希望される場合、下記問い合わせ先にその旨を明記して社名・氏名をご記載の上5月29日

（木）までにメールにてお申し込みください。

・開会から終了まで全内容について取材いただくことが可能です。

・終了後、登壇者及び中国経済産業局長が個別に取材に対応する時間を設ける予定です。

書店と地域の未来について語る座談会

座談会の会場となる「ねをはす」は山口県下関市の不動産事

業者である株式会社はやし住宅が開業した、まちの本屋とホ

テルが一体となった新施設です。書店の減少が全国的に取り

沙汰される中、地域の子どもたちが共感し創造できる文化的

なインフラが必要だという経営者の想いから挑戦されたと

伺っています。

壁一面1000冊の本に囲まれたコンセプトルームや、暗い店

内を行灯片手に楽しむ「夜の本屋」など他に類のないユニー

クな取り組みが特徴です。書店やレストラン、スタディース

ペースなどは地元の人にも開放しており、地域の方にも楽し

んでもらえる施設を目指されています。

ね を は す に つ い て
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